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先達山太陽光発電所からの反射光に関する現地調査結果 

（春季分とりまとめ）について 
 

１．調査目的 

先達山太陽光発電所から市街地に届く反射光の実態（反射光到達の有無、継続時間、影響範囲

等）を把握すること。 

 

２．調査方針・方法 

  ・先達山太陽光発電事業に伴う反射光予測業務報告書（以下「反射光予測業務報告書」とい

う。）を参考に、反射光調査地点を選定のうえ、反射光の影響を受けるとされている時期、

時間帯に調査員を配置し、反射光の状況を目視で確認するとともに、静止画（写真）で記録

する。［資料１・資料２］ 

  ・調査地点によって、反射光が発生するパネル位置や発生時間が異なると考えられるため、調

査は複数地点（２～３地点）で同時に行う。また、天候やパネル上空の雲の状況にも影響を

受けることが予想されるため、調査期間内で天候等の状況を観察し適切な結果が得られるよ

う配慮しながら調査を実施する。 

  ・反射光の状況を調査地点ごとに記録し、結果をとりまとめる（反射光予測業務報告書と現地

調査の結果の比較検証を含む。）。 

 

３．調査地点（６地点） 

  吾妻中学校前/展望ベンチ/ここら吾妻/信夫山/主要地方道福島吾妻裏磐梯線（二子塚橋の東

側）/主要地方道福島吾妻裏磐梯線（JA-SS野田南 SSの西側） 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

：市による現地調査地点 

４．調査期間 

  令和８年２月２４日～令和８年４月１３日まで（春分の日前後４９日間） 
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【市による現地調査結果の概要】

調査地点 調査期間
調査
回数

反射光
確認日数

反射光の到達
時間帯

反射継続時間
(１日あたり)

吾妻中学校前 2/24～4/3 8 6 15:50～16:26 16～32分間

５．各調査地点の反射光の状況 

調査地点 調査期間 
調査
回数 

反射光 
確認日数 

反射光の 
到達時間帯 

反射継続時間 
（１日あたり） 

吾妻中学校前 2/24～4/3 8 6 15:50～16:26 16～32分間 

展望ベンチ 2/24～4/3 8 5 15:49～16:23 12～34分間 

ここら吾妻 2/24～4/13 10 7 15:53～16:37 8～38分間 

信夫山 3/13 1 1 16:13～16:29 16分間 

主要地方道福島吾妻裏磐梯線
（二子塚橋の東側） 

4/8・4/13 2 2 15:44～16:30 38～43分間 

主要地方道福島吾妻裏磐梯線
（JA-SS野田南 SSの西側） 

4/8・4/13 2 2 15:39～16:36 44～53分間 

 

６．調査結果まとめ 

①調査を実施した各調査地点において反射光の到達が確認され、春季に東～東北東方向に反射

光が市街地の地上に届くとする反射光予測業務報告書のシミュレーション結果は実態と整合

している。 

②現地調査で確認された反射継続時間は調査地点によって８分間～５３分間であり、シミュレ

ーション結果との差異が確認された。先達山太陽光発電所は敷設されているパネル群の面積

が大きく、時間の経過とともに反射光を発生させるパネル群が移り変わっていくため、実際

に反射光の影響を受ける継続時間がシミュレーション結果よりも大幅に長くなっていると考

えられる。このため、年間累計反射時間も同様に長くなると推定される。 

   

７．各調査地点の現地調査結果と考察 

（１）吾妻中学校前 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【考察】 

・2/24～4/3 の調査期間において、8 回の調査を行った。調査日の天気は 1～2回目は曇り、3～8 回

目は晴れであった。2/24は雲が厚く反射光の確認はできなかった。 

・パネル群の反射位置は、反射光を確認した 3/2 から、日を追うごとに南側から北側に移動してい

【事業者による反射光予測業務報告書の内容】

調査地点
反射光の影響を
受ける期間

反射光が届く
時間帯(春分)

最大影響時間

吾妻中学校前 2月下旬～3月下旬 16:00～17:45 2分/日
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【市による現地調査結果の概要】

調査地点 調査期間
調査
回数

反射光
確認日数

反射光の到達
時間帯

反射継続時間
(１日あたり)

展望ベンチ 2/24～4/3 8 5 15:49～16:23 12～34分間

ることを確認。目視により感じる眩しさのピークは 3/17の北側パネル群からの反射光であり、反

射継続時間も 32分間と調査日における最長となった。3/24の調査では目視により感じる眩しさの

低下を確認した。 

・4/3の調査では反射光は確認できなかった。当日の天気は晴れであり、パネル群の上空に反射の障

害となる雲はかかっていなかったことから、反射光の影響を受ける期間が終了したものと考えら

れる。 

・反射光予測業務報告書においては、反射光の影響を受ける期間は 2 月下旬～3 月下旬とされてい

る。現地調査の結果では、最初に反射光が確認されたのが 3/2、また、最後に反射光が確認された

のが 3/24であったことから、反射光の影響を受ける期間は概ね整合していると考えられる。また、

反射光が届く時間帯（春分）のシミュレーション結果である 16:00～17:45と現地調査による反射

光の到達時間帯 15:50～16:26を比較すると、その時間帯も概ね整合していると考えられる。 

・反射光予測業務報告書における、最大影響時間 2分/日については計算上の設定であるため、広範

なパネル群の反射位置が、時間の経過とともに移動していくことは考慮されていないと推測され

る。 

・現地調査においては、時間の経過とともにパネル群の反射位置が移動しながら調査地点に反射光

が届き続けるため、反射継続時間は 16～32分間となり、シミュレーション結果の最大影響時間と

比較すると差異がある結果となった。 

 

（２）展望ベンチ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【考察】 

・2/24～4/3 の調査期間において、8 回の調査を行った。調査日の天気は 1～2回目は曇り、3～8 回

目は晴れであった。2/24は雲が厚く反射光の確認はできなかった。 

・パネル群の反射位置は、反射光を確認した 3/2 から、日を追うごとに南側から北側に移動してい

ることを確認。目視により感じる眩しさのピークは 3/12の北側パネル群からの反射光であり、反

射継続時間も 34分間と調査日における最長となった。3/17の調査では目視により感じる眩しさの

低下を確認した。 

・3/24 の調査では反射光は確認できなかった。当日の天気は晴れであり、パネル群の上空に反射の

障害となる雲はかかっていなかったことから、反射光の影響を受ける期間が終了したものと考え

られる。 

【事業者による反射光予測業務報告書の内容】

調査地点
反射光の影響を
受ける期間

反射光が届く
時間帯(春分)

最大影響時間

展望ベンチ 2月中旬～3月中旬 16:00～17:45 1分/日
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【市による現地調査結果の概要】

調査地点 調査期間
調査
回数

反射光
確認日数

反射光の到達
時間帯

反射継続時間
(１日あたり)

ここら吾妻 2/24～4/13 10 7 15:53～16:37 8～38分間

・反射光予測業務報告書においては、反射光の影響を受ける期間は 2 月中旬～3 月中旬とされてい

る。現地調査の結果では、最初に反射光が確認されたのが 3/2、また、最後に反射光が確認された

のが 3/17であったことから、反射光の影響を受ける期間は概ね整合していると考えられる。また、

反射光が届く時間帯（春分）のシミュレーション結果である 16:00～17:45と現地調査による反射

光の到達時間帯 15:49～16:23を比較すると、その時間帯も概ね整合していると考えられる。 

・反射光予測業務報告書における、最大影響時間 1分/日については計算上の設定であるため、広範

なパネル群の反射位置が、時間の経過とともに移動していくことは考慮されていないと推測され

る。 

・現地調査においては、時間の経過とともにパネル群の反射位置が移動しながら調査地点に反射光

が届き続けるため、反射継続時間は 12～34分間となり、シミュレーション結果の最大影響時間と

比較すると差異がある結果となった。 

 

（３）ここら吾妻 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【考察】 

・2/24～4/13の調査期間において、10回の調査を行った。調査日の天気は 1～2回目は曇り、3～10

回目は晴れであった。2/24 と 3/2 はパネル群の上空に雲がかかっており、パネル群に雲が映って

白っぽく見える状況が目視されたが、反射光は確認されなかった。3/5は晴れであり、パネル群の

上空に反射の障害となる雲はかかっていなかったが、反射光は確認されなかったことから、この

時点では反射光の影響を受ける期間に入っていないものと考えられる。 

・3/11はパネル南端の一部に反射光が確認され、3/17の調査では南側パネル群からの反射光が目視

により感じる眩しさのピークとなった。その後、パネル群の反射位置が徐々に南側から北側に移動

し、3/24 には中央パネル群からの反射光が眩しさのピークとなった。4/8 には北側パネル群から

の反射光が眩しさのピークとなり、この日の反射継続時間が 38分間と調査日における最長となっ

た。 

・4/13 の調査では北側パネル群からの反射光が確認されたが、パネル群からの反射位置がさらに北

側に移動していることが目視で確認できた。 

・反射光予測業務報告書においては、反射光の影響を受ける期間は 3 月中旬～4 月中旬とされてい

る。現地調査の結果では、最初に反射光が確認されたのが 3/11 であり、その後、4 月下旬にかけ

て反射光の影響を受ける期間が継続すると推測される。また、反射光が届く時間帯（春分）のシミ

【事業者による反射光予測業務報告書の内容】

調査地点
反射光の影響を
受ける期間

反射光が届く
時間帯(春分)

最大影響時間

ここら吾妻 3月中旬～4月中旬 16:00～17:45 2分/日
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【市による現地調査結果の概要】

調査地点 調査期間
調査
回数

反射光
確認日数

反射光の到達
時間帯

反射継続時間
(１日あたり)

信夫山 3/13 1 1 16:13～16:29 16分間

ュレーション結果である 16:00～17:45 と現地調査による反射光の到達時間帯 15:53～16:37 を比

較すると、その時間帯は概ね整合していると考えられる。 

・反射光予測業務報告書における、最大影響時間 2分/日については計算上の設定であるため、広範

なパネル群の反射位置が、時間の経過とともに移動していくことは考慮されていないと推測され

る。 

・現地調査においては、時間の経過とともにパネル群の反射位置が移動しながら調査地点に反射光

が届き続けるため、反射継続時間は 8～38 分間となり、シミュレーション結果の最大影響時間と

比較すると差異がある結果となった。 

 

（４）信夫山 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【考察】 

・3/13 に調査を 1 回行った。調査日の天気は曇りであり、薄い雲がパネル群の上空にかかっていた

が、パネル南端の一部に反射光が確認された。 

・当該調査地点は、信夫山の烏ヶ崎展望台であり、調査地点の中で先達山太陽光発電所から約 10km

と最も距離が離れている。また、標高が約 270mと最も高い位置にあることから、他とは異なる条

件下における実態を把握することを目的として調査を行ったが、3 月下旬の天候が不安定であり 1

回のみの調査となった。 

・反射光予測業務報告書においては、反射光の影響を受ける期間は 3 月下旬とされている。現地調

査の結果では、3/13 にパネル南端に反射光が確認された。調査回数が 1 回であるため、影響期間

の推定には至らなかったが、少なくとも、他の全ての調査地点において、パネル群の反射位置が南

側から北側に移動する現地調査の結果を踏まえると、パネルからの延長線上に近い吾妻中学校前

とほぼ同時期が反射光の影響を受ける期間となることが推測される。 

・また、反射光が届く時間帯（春分）のシミュレーション結果である 16:00～17:45と現地調査によ

る反射光の到達時間帯 16:13～16:29を比較すると、その時間帯は概ね整合していると考えられる。 

・反射光予測業務報告書における、最大影響時間 2分/日については計算上の設定であるため、広範

なパネル群の反射位置が、時間の経過とともに移動していくことは考慮されていないと推測され

る。 

・現地調査においては、時間の経過とともにパネル群の反射位置が移動しながら調査地点に反射光

が届き続けるため、反射継続時間は 16分間となり、シミュレーション結果の最大影響時間と比較

【事業者による反射光予測業務報告書の内容】

調査地点
反射光の影響を
受ける期間

反射光が届く
時間帯(春分)

最大影響時間

信夫山 3月下旬 16:00～17:45 2分/日
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すると差異がある結果となった。 

 

（５）主要地方道福島吾妻裏磐梯線（二子塚橋の東側） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【考察】 

・4/8・4/13の 2日間調査を行った。調査日の天気は 2回とも快晴であり、4/8の調査では北側パネ

ル群からの反射光が確認され、この日の反射継続時間が 43 分間と調査日における最長となった。 

・4/13 の調査でも北側パネル群からの反射光が確認され、パネル群からの反射位置が若干北側に移

動していることが目視で確認できた。 

・調査地点は、市内から主要地方道福島吾妻裏磐梯線を西方向に向かって走行する車両が二子塚橋

の東側の緩やかな左カーブを過ぎると、正面から反射光が届くことが確認できており、ドライバ

ーが眩しさを感じやすい位置となっていた。 

・反射光予測業務報告書においては、反射光の影響を受ける期間は 3 月下旬～4 月中旬とされてい

る。現地調査の結果では、反射光が確認された 4/8・4/13においてパネル群の反射位置が北側に移

動していく様子が確認できたことから、4月下旬にかけて反射光の影響を受ける期間が継続すると

推測される。また、反射光が届く時間帯（春分）のシミュレーション結果である 16:00～17:45と

現地調査による反射光の到達時間帯 15:44～16:30を比較すると、その時間帯は概ね整合している

と考えられる。 

・反射光予測業務報告書における、最大影響時間 3分/日については計算上の設定であるため、広範

なパネル群の反射位置が、時間の経過とともに移動していくことは考慮されていないと推測され

る。 

・現地調査においては、時間の経過とともにパネル群の反射位置が移動しながら調査地点に反射光

が届き続けるため、反射継続時間は 38～43分間となりシミュレーション結果の最大影響時間と比

較すると差異がある結果となった。 

 

 

 

 

【市による現地調査結果の概要】

調査地点 調査期間
調査
回数

反射光
確認日数

反射光の到達
時間帯

反射継続時間
(１日あたり)

主要地方道福島吾妻裏磐梯線
（二子塚橋の東側）

4/8・4/13 2 2 15:44～16:30 38～43分間

【事業者による反射光予測業務報告書の内容】

調査地点
反射光の影響を
受ける期間

反射光が届く
時間帯(春分)

最大影響時間

主要地方道福島吾妻裏磐梯線
（二子塚橋の東側）

3月下旬～4月中旬 16:00～17:45 3分/日
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（６）主要地方道福島吾妻裏磐梯線（JA-SS野田南 SSの西側） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【考察】 

・4/8・4/13の 2日間調査を行った。調査日の天気は 2回とも快晴であり、4/8の調査では南側パネ

ル群からの反射光が確認され、4/13 の調査では、中央及び北側パネル群の広範囲に渡って反射光

が確認された。4/13の反射継続時間は 44分間と調査日における２番目の長さであったが、パネル

群の反射位置が広範囲に及んだことから強い眩しさを感じた。 

・4/13の調査では、パネル群からの反射位置が北側に移動していることが目視で確認できた。 

・主要地方道福島吾妻裏磐梯線は比較的直線の多い道路であり、西に向かって走行する車両の正面

から反射光が届くことが確認できており、ドライバーが眩しさを感じやすい位置となっていた。 

・反射光予測業務報告書においては、反射光の影響を受ける期間は 4 月上旬～4 月下旬とされてい

る。現地調査の結果では、反射光が確認された 4/8・4/13においてパネル群の反射位置が北側に移

動していく様子が確認されたことから、5月上旬にかけて反射光の影響を受ける期間が継続すると

推測される。また、反射光が届く時間帯（春分）のシミュレーション結果である 16:00～17:45と

現地調査による反射光の到達時間帯 15:39～16:36を比較すると、その時間帯は概ね整合している

と考えられる。 

・反射光予測業務報告書における、最大影響時間 2分/日については計算上の設定であるため、広範

なパネル群の反射位置が、時間の経過とともに移動していくことは考慮されていないと推測され

る。 

・現地調査においては、時間の経過とともにパネル群の反射位置が移動しながら調査地点に反射光

が届き続けるため、反射継続時間は 44～53分間となりシミュレーション結果の最大影響時間と比

較すると差異がある結果となった。 

 

【市による現地調査結果の概要】

調査地点 調査期間
調査
回数

反射光
確認日数

反射光の到達
時間帯

反射継続時間
(１日あたり)

主要地方道福島吾妻裏磐梯線
（JA-SS野田南SSの西側）

4/8・4/13 2 2 15:39～16:36 44～53分間

【事業者による反射光予測業務報告書の内容】

調査地点
反射光の影響を
受ける期間

反射光が届く
時間帯(春分)

最大影響時間

主要地方道福島吾妻裏磐梯線
（JA-SS野田南SSの西側）

4月上旬～4月下旬 16:00～17:45 2分/日
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８．市による反射光の確認範囲と各調査地点の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここら吾妻

信夫山

展望ベンチ

主要地方道福島吾妻裏磐梯線

（二子塚橋の東側）
主要地方道福島吾妻裏磐梯線

（JA-SS野田南SSの西側）

注）この地図は、地理院地図 （標準地図）を加工して作成しています。

【市による反射光の確認範囲と各調査地点の状況】

吾妻中学校前

調査期間：2/24～4/3

反射光の到達時間帯：15:49～16:23

反射継続時間：12～34分間/日

撮影日：3/12

調査期間：2/24～4/3

反射光の到達時間帯：15:50～16:26

反射継続時間：16～32分間/日

撮影日：3/17

調査期間：2/24～4/13

反射光の到達時間帯：15:53～16:37

反射継続時間：8～38分間/日

撮影日:4/8

調査期間：4/8・4/13

反射光の到達時間帯：15:44～16:30

反射継続時間：38～43分間/日

撮影日:4/8

調査期間：4/8・4/13

反射光の到達時間帯：15:39～16:36

反射継続時間：44～53分間/日

撮影日:4/13

調査期間：3/13

反射光の到達時間帯：16:13～16:29

反射継続時間：16分間/日

撮影日:3/13
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[資料１] 春分の日（3/21）及び春分の日前後１０日間の反射光影響範囲図 

（反射光予測業務報告書より抜粋） 
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[資料２] 地点別予測結果（反射光予測業務報告書より抜粋） 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

                    ：市による現地調査地点（②、③、④、⑥、⑲、⑳） 

        

 

 

 


